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第２章 こどもを取り巻く状況 
        
（1）出生数と合計特殊出生率の推移 
 
   ～愛媛県の出生数は、2009 年（平成 21 年）以降、毎年戦後最低を更新～ 

    本県の出生数は、第２次ベビーブームの 1973 年（昭和 48 年）に 24,648 人で

したが、その後は徐々に減少傾向が続き、2023 年（令和５年）には 6,950 人と戦

後最低を更新しています。〔図１〕 

   ～愛媛県の合計特殊出生率は、人口維持に必要な水準を下回る～ 

    本県の合計特殊出生率が、人口維持に必要と言われる 2.07 を最後に上回ったのは、 

1974 年（昭和 49 年）で、2004 年（平成 16 年）には 1.33 と最低の水準となり

ました。しかし、その後は増加基調が続いたものの、2019 年（令和元年）以降、再

び減少に転じ、2023 年（令和５年）には統計開始以降過去最低の 1.31 となってい

ます。〔図１〕また、少子化は全国的にも進行しています。〔図２〕 

 

 図１ 愛媛県の出生数及び合計特殊出生率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

図２ 全国の出生数及び合計特殊出生率の推移 
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資料：厚生労働省「人口動態統計」 

１ 少子化の状況 

資料：厚生労働省「人口動態統計」 
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なお、2010 年（平成２2 年）以降の本県の若年女性の転出超過数は、以下のとおり

男性の 1.3～1.6 倍で推移しています。〔図５〕 

 

図５ 愛媛県の若年女性人口の推移 
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出典：国勢調査 
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 ～愛媛県の大学生の意識調査（就職編）～ 

  県では、2022 年度（令和４年度）に、県内の大学に通う大学生 1,400 人を対象に、

結婚に影響を与える要因に関する意識調査を実施しました。 

  このうち、回答のあった大学生の就職希望については、県内での就職希望は男性 47.2％、

女性 54.1％、県外での就職希望は男性 52.8％、女性 45.9％となっています。 
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   少子化は、未婚率の上昇（非婚化を含む）、平均初婚年齢の上昇（晩婚化）、晩産化、

夫婦出生力の低下、子育てや教育への経済的負担、子育てに対する負担感、若年女性人

口の減少など、様々な原因によることが指摘されています。 
 
（1）婚姻と出産の状況 
 
   ～愛媛県の婚姻件数は、徐々に減少～ 

    2023 年（令和５年）の本県の婚姻件数は、4,15８件であり、婚姻率（人口 1,000

人当たりの婚姻件数）は 3.3 となっています。10 年前に当たる 2013 年（平成 25

年）の 6,416 件と比較すると、10 年間で 35.2％の減少となっています。2023 年

（令和 5 年）の本県の離婚件数は、1,952 件であり、2013 年（平成 25 年）の

2,573 件と比較すると、10 年間で 24.1％の減少となっています。〔図６〕 
 
 図６ 愛媛県の婚姻件数と離婚件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～愛媛県の未婚割合は、男女ともに上昇（未婚化の進行）～ 

    1970 年（昭和 45 年）から 1990 年（平成 2 年）の、本県の 50 歳時点で一度

も結婚をしたことのない人の割合は男女ともに５％未満でしたが、以後、急上昇し、

2020 年（令和２年）には男性が 26.67％、女性が 18.29％となっており、男性の

約４人に１人、女性の約６人に１人が未婚の状況です。なお、国の全国推計では、今

後も上昇が続くことが予測されています。〔図７〕 
 
 図７ 愛媛県の 50歳時の未婚割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 少子化の要因 
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  ～愛媛県の性別・年代別未婚率は、25歳～34 歳代で急上昇～ 

    本県の性別・年代別の未婚率は、1970 年（昭和 45）年以降、いずれも上昇傾向

にあり、2020 年（令和２年）には、30 代前半で男性の約 4 割、女性の約 3 割が、

30 代後半でも男性の約 3 割、女性の約 2 割が未婚者となっています。〔図８〕 
 

図８ 愛媛県の性別・年代別未婚率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ～愛媛県の平均初婚年齢は、高止まり傾向（晩婚化）～ 

本県の平均初婚年齢は 1970 年（昭和 45 年）以降、2014 年（平成 26 年）ま

で上昇傾向で、その後はわずかに増減しながら高止まり、2023 年（令和 5 年）には

男性が 30.2 歳、女性が 29.2 歳となっています。〔図９〕 
 
 図９ 愛媛県の平均初婚年齢 
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資料：総務省「国勢調査」 

23.8
24.3

24.8
25.2

25.6
25.9

26.6

27.4

28.3
28.7 28.8

29.2

26.3
26.5

27.3
27.7 27.9 28.0 28.0

29.0

29.8
30.2 30.1 30.2

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020

（歳） 

妻(女性) 

資料：厚生労働省「人口動態統計」 

夫(男性) 

37.8
41.5

49.5

54.9
58.4

61.2
63.5 65.1 65.2 65.5 65.3

8.2
10.1

17.0

23.6

27.5

32.9

38.0

42.2 43.3 42.7 43.6

3.7
5.9

11.6

16.4

19.6

23.4

28.5

32.7 32.6

32.4

17.7
20.9

23.0

29.1

38.1

46.3
51.0

55.0 55.6 56.2 55.7

6.6
7.5

8.5
10.1

13.1
19.1

25.6

30.2

32.6 32.0

32.8

5.2 5.1 5.7 7.0 7.6
9.8

14.0

18.7

22.7 23.3 22.7

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020

■男：30～34歳 

（年） 

全国平均(2023年) 
夫（男性）:31.1歳 
妻（女性）:29.7歳 

●男：25～29歳 

○女：25～29 歳 

◆男：35～39歳 

□女：30～34 歳 

◇女：35～39 歳 

（％） 

2023 



19 

90.0%
85.9%

87.0% 87.0% 86.3% 85.7% 81.4%

4.9% 6.3% 5.4%
7.1% 9.4%

12.0%

17.3%

5.1%
7.8% 7.7%

5.9% 4.3% 2.3%

1.3%

90.2% 89.1% 88.3% 90.0% 89.4% 89.3%
84.3%

5.2%

4.9% 5.0%

5.6% 6.8%
8.0%

14.6%

4.6%

6.0% 6.7%

4.3% 3.8% 2.7%
1.1%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

第10回調査(92年) 第11回調査(97年) 第12回調査(02年) 第13回調査(05年) 第14回調査(10年) 第15回調査(15年) 第16回調査(21年)

男性：いずれ結婚するつもり 男性：一生結婚するつもりはない 男性：不詳

女性：いずれ結婚するつもり 女性：一生結婚するつもりはない 女性：不詳

～独身者の結婚に対する意識の変化～ 

    18 歳から 34 歳までの未婚の男女とも、約 8 割が「いずれ結婚するつもり」と回

答しており、結婚に対する意識の高さが認められる一方で、男女ともに「一生結婚す

るつもりはない」が増加傾向にあります。〔図 10〕 
 
 図 10 独身者の結婚に対する意識（№１）～ 2021 年全国調査から 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

   ～未婚者の結婚についての理想と現実とのギャップ～ 

    25 歳から 34 歳までの未婚者に独身でいる理由を尋ねたところ、男女ともに「適

当な相手にめぐり合わない」という回答が最も多い結果となりました。また、男性は

「結婚資金が足りない」、女性は「自由さや気軽さを失いたくない」などの回答も多く

なっています。結婚に対する意識は高いものの、出会いの場の減少に加え、雇用環境

やライフスタイルの変化などによって、結婚に対する理想と現実との間に大きなギャ

ップが生まれています。〔図 11〕 
 
 図 11 独身者の結婚に対する意識（№２）～2021 年全国調査から 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

対象者：全国の 18歳～34 歳の未婚の男性(2,033 人)及び女性(2,053 人) 
設 問：自分の一生を通じて考えた場合、あなたの結婚に対するお考えは、次のうちどちらですか。 
      １．いずれ結婚するつもり ２．一生結婚するつもりはない   

年齢層：25 歳から 34 歳までの未婚の男性(1,031 人)及び女性(932人) 
設 問：あなたが現在独身でいる理由は、次の中から選ぶとすればどれですか。（最大３つまで選択可） 
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過   去                                                    現   在 
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25.8%

43.3%

23.1%

0%
5%

10%
15%
20%
25%
30%
35%
40%
45%
50%

第11回調査(97年)
第12回調査(02年)
第13回調査(05年)
第14回調査(10年)
第15回調査(15年)
第16回調査(21年)

29.3% 31.0%

48.1%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%
第11回調査(97年)
第12回調査(02年)
第13回調査(05年)
第14回調査(10年)
第15回調査(15年)
第16回調査(21年)

男 性 女 性 

男性 女性 



20 

4.27 

3.50 
3.60 

2.83 
2.65 

2.20 2.23 2.23 2.19 2.21 2.21 2.23 
2.09 

1.96 1.94 1.90 

2.61 2.62 2.67 2.64 2.53 2.56 2.48 2.42
2.32

2.25

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

4.50

1940 1952 1957 1962 1967 1972 1977 1982 1987 1992 1997 2002 2005 2010 2015 2021

31.8 31.7 31.9 32.1 32.2 32.2 32.2 32.2 32.3 32.4 32.4 32.6 32.5 32.2
32.7 32.7 32.9 33.1 33.1 33.3 33.2 33

33.3 33.4

29.1 29.3
29.8 29.9 30.0 30.1 30.1 30.3 30.5

30.7 30.730.8
31.2 31.2 31.2 31.4 31.6 31.8 31.7 31.8 31.7 31.8 31.9 32.1

26.8 26.9
27.4 27.6 27.7 27.9 28.1 28.2 28.4 28.4 28.6

28.8 29.0 29.2 29.4 29.3 29.5 29.5
29.8 29.7 29.8 29.8 29.8

30.2

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

1993 95 2000 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 2021（年）

（歳）

   ～愛媛県の平均出生時年齢は、上昇傾向（晩産化）～ 

    本県の母親の平均出生時年齢は、初婚年齢の上昇に伴い、必然的に上昇しており、

2021 年（令和 3 年）には、第１子の出生時年齢が 30.2 歳で、データが残っている

1993 年（平成５年）の 26.8 歳と比較すると、3.4 歳上昇し、晩産化しています。

〔図 12〕 
 
 図 12 愛媛県の母親の平均出生時年齢の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ～出生子ども数は、理想の子ども数を下回る～ 

    2021 年（令和３年）の全国調査によると、平均出生子ども数は、平均理想の子ど

も数（2.25 人）を 0.35 人下回っており、平均すれば、概ね３人に１人の割合で「も

う１人」を望んでいることが窺えます。〔図 13〕 
 
 図 13 平均出生子ども数と平均理想子ども数（全国） 
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資料：国立社会保障・人口問題研究所 出生動向基本調査（第 10回～16回）、出生力調査（第１回～10回） 
注１ 全国の 50歳未満の妻に対する調査。 
注２ 平均出生子ども数は、結婚持続期間 15～19年の妻の出生子ども数の平均。 

全国平均（2021年） 
・第３子：34.0歳 
・第２子：32.8歳 
・第１子：30.9歳 

第３子 

第２子 

第１子 

資料：厚生労働省「人口動態統計」 

平均理想子ども数 
平均出生子ども数 
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   ～理想の子ども数を持つことへの妨げは、経済面が最も大～ 

    2021 年（令和３年）の全国調査によると、女性が理想の子ども数を持とうとしな

い最も大きな理由は、「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」となっています。次

いで、晩婚化を背景とする「高年齢で産むのはいやだから」、不妊を原因とする「欲し

いけれどもできないから」などとなっています。〔図 14〕 
 
 図 14 女性が理想の子ども数を持とうとしない理由（全国） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
（２）若年女性の状況 
 
   ～愛媛県の 10 歳から 39歳までの女性の人口は、減少傾向～ 

    本県の 10 歳から 39 歳までの女性の人口は 1985 年（昭和 60 年）以降減少傾向

で、2020 年（令和２年）は 169,094 人となり、20 年前の 2000 年（平成 12 年）

の 263,089 人と比較すると、実数で 93,995 人、率にして 35.7％減少していま

す。〔図 15〕 
 
 図 15 愛媛県の若年女性人口の推移 
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資料：総務省「国勢調査」 
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資料：国立社会保障・人口問題研究所（第 16 回出生動向基礎調査（2021 年）） 
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        愛媛県在住 20 代～30 代未婚者の意識調査（結婚・仕事・子育て編） 

  男女ともに、約８割が「いずれ結婚するつもり」と回答している。また、結婚後の働き

方については、男性女性ともに「夫婦共働き（夫婦とも正社員・正規職員）」が最も支持さ

れた。次いで、男性が正社員・正規職員で女性がパート・アルバイトの働き方も男性・女

性の両方から支持された。 

  希望する子どもの人数については、男性・女性ともに「2 人」が最も多く、女性が第１

子を希望する年齢は、20 代は現在の年齢プラス５～６歳程度、30 代は現在の年齢プラス

4～5 歳程度であった。 

 ■結婚に対する考え 
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資料：「2023年３月人口減少の要因分析と対策に向けた調査研究」アンケート結果 

TOPIX 

（n=300） 
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（1）核家族化の進行 
 
   ～愛媛県でも核家族化が進行～ 

    本県の 18 歳未満の子どもがいる世帯の総世帯数は、1985 年（昭和 60 年）以

降減少傾向にあります。 

このうち、本県の 18 歳未満の子どもがいる世帯に占める核家族世帯（夫婦、母親

又は父親と子どもだけから成る世帯）の割合は、1985 年（昭和 60 年）の 69.4％

から、2020 年（令和２年)には 88.1％に増えています。〔図 16〕 
 
 図 16 愛媛県の 18歳未満の子どもがいる世帯の家族構成の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ～愛媛県の６割の子どもの両親は、ともに就業～ 

    本県の夫婦と子どもからなる世帯のうち、12 歳以下児童からみた親の就業形態を

みると、2010 年（平成 22 年）には両親ともに就業している割合が５割を超え、

その後も核家族の共働き家庭が増加しています。〔図 17〕 
 

図 17 愛媛県の 12歳以下児童からみた親の就業状況（夫婦と子どもからなる世帯） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 家庭の状況 

資料：総務省「国勢調査」 

資料：総務省「2020 年国勢調査」 
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（２）男女共同参画の家庭づくり 
 
   ～男女間で家事負担に大きな開き～ 

    夫婦と子どもの世帯において、１日のうちに家事関連時間（家事、介護・看護、育

児、買い物）に充てる状況をみると、夫が家事等に関わる時間は、1991 年（平成

３年）以降、年々、増加傾向にありますが、2021 年（令和３年）には、夫が有業

で妻が無業の場合は女性 459 分(7 時間 39 分)、男性 63 分、また、共働きの場合

でも女性 298 分(４時間 58 分)、男性 61 分と、依然として夫婦間に大きな開きが

あります。〔図 18〕 

 

図 18 夫婦と子どもの世帯における家事関連の時間（全国） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         ～夫の家事･育児時間が長いほど、第２子以降の出生割合が高い～ 

国が行った調査によると、夫が家事や育児に関わる時間が長いほど、２人目以降の子どもが

生まれる割合が高いという結果が出ています。 

■子どもがいる夫婦の夫の休日の家事・育児時間別にみたこの 10 年間の第２子以降の出生の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：総務省「社会生活基本調査」（夫婦と子どもの世帯） 
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資料：厚生労働省「第 11回 21世紀成年者縦断調査」（2023年 11月公表） 

注 1)対象は、①又は②に該当し、かつ③に該当する同居夫婦である。ただし、妻の「出生前データ」が得られていない夫婦は除く 
①第１回調査から第 11回調査まで双方から回答を得られている夫婦 
②第１回調査時に独身で第 10回調査までの間に結婚し、結婚後第 11回調査まで双方から回答を得られた夫婦 

③出生前調査時に子ども１人以上ありの夫婦 
注 2)家事・育児時間は、「出生あり」は出生前調査時の、「出生なし」は第 10回調査時の状況である。 
注 3)10年間で２人以上出生ありの場合は、末子について計上している。         ※総数には、家事・育児時間不詳を含む 
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（３）ひとり親世帯の置かれている状況 
 
   ～愛媛県のひとり親世帯の割合は 2011 年（平成 23）以降減少傾向～ 

本県の 20 歳未満の子どもを持つ世帯数は減少している一方、母親又は父親と子ど

もからなるひとり親世帯については、1980 年（昭和 55 年）の統計開始以降、増

減しながらも長期的には増加傾向にありましたが、2011 年（平成 23 年）以降は

減少しています。〔図 19〕 

 

図 19 愛媛県のひとり親世帯数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ～愛媛県の母子世帯における 12歳以下の子どもの 1割は、母親が非就業状態～ 

    本県のひとり親世帯のうち、12 歳以下の子どもからみた親の就業形態をみると、

母親が非就業の世帯にいる子どもの数は 727 人（対象世帯人員の 10.4％）、父親が

非就業の世帯にいる子どもの数は 17 人（同 0.2％）です。〔図 20〕 
 
 図 20 愛媛県の 12歳以下の子どもからみたひとり親の就業状況（母子世帯、父子世帯） 
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（1）労 働 力 
 
 
   ～愛媛県の女性の労働力率は、30 代前半に低下するＭ字型が緩和傾向～ 

    本県の労働力率（15 歳以上人口に占める労働力人口の割合）を男女別にみると、

1980 年（昭和 55 年）以降、長期的には男性労働力率が緩やかな低下傾向を示し

ているのに対し、女性労働力率については、近年は上昇傾向にあります。〔図 21〕 

    女性の労働力率は、結婚・出産期にあたる年代に一旦低下し、育児が落ち着いた時

期に再び上昇するという、いわゆるＭ字カーブを描くことが知られていますが、近

年は、Ｍ字の谷の部分が浅くなってきています。〔図 22〕 

 

 図 21 愛媛県の労働力率の推移（男女別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 22 愛媛県の 2020 年（令和２年）の男女・年齢階級別労働力率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

４ 就労の状況 

資料：総務省「2020 年国勢調査」 

（年） 

（％） 

資料：総務省「2020 年国勢調査」 

（％） 

（5 歳刻み年齢） 

 男性  

 女性  

 女性  

 男性  

 （2015 年（H27 年）女性）  
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無業者

1.3

4.6 6.7

非典型雇用のうち、

パート、アルバイト

2.2

5.6

12

非典型雇用

2.8

10.7

19.4

正社員

7.2

29.1

57.2

0

10

20

30

40

50

60

20～24 25～29 30～34

（２）就業形態と婚姻の状況 

 

～就業形態などによる家族形成状況の違い～ 

    全国調査では、非典型雇用者（正社員以外の働き方をする雇用形態）の有配偶率は

低く、30～34 歳の男性においては、非典型雇用の人の有配偶率は正社員の半分以

下となっているなど、就労形態の違いにより家庭を持つ人割合が大きく異なってい

ることが窺えます。〔図 23〕 

 

 図 23 就労形態別配偶者のいる割合（全国・男性） 

 

  

 

 

  

 

  

 

 

 

   

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

（歳） 

資料：労働政策研究・研修機構「若年者の就業状況・キャリア・職業能力開発の現状（2019 年）」 

（％） 
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16.7 18.5 
12.3 

12.2 
14.1 

12.3 

9.4 

12.0 

10.3 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

高校卒 短大卒 大学卒

3年目

2年目

1年目

（３）新規学卒者の離職状況 
 
 
   ～新規学卒者の 3 割以上は就職後 3 年以内に離職～ 

全国調査によると、高校新卒者及び大学新卒者の就職率は概ね９割で推移している

一方、高校新卒者及び大学新卒者の 3～4 割は、就職後 3 年以内に離職していま

す。〔図 24〕 

また、就職後の 3 年以内離職率を年数別で見ると、１年目での離職が最も多く、

次いで、2 年目、３年目となっています。〔図 25〕 

なお、34 歳以下の若年者の離職理由は、「労働時間・休日・休暇の条件がよくな

かった」が最も多く、次いで「人間関係がよくなかった」となっています。〔図

25〕 

 

図 24 新規学卒者就職率と就職後 3年以内離職率（全国） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 図 25 学歴別就職後 3年以内離職率（年数別）（全国） 
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38.4％ 
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34.9％ 

資料：厚生労働省「新規学卒就職者の離職状況（2024 年 3月卒業者の状況ほか）」 
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（４）仕事と家庭の両立をめぐる状況 
 
 
   ～男性の育児休業取得率は、低い水準で推移～ 

    全国の育児休業取得率は、2007 年（平成 19 年）以降、女性で８割を上回って

いる一方、男性は急上昇しているものの、約 2 割にとどまる状況です。〔図 26〕 

本県でも、男女ともに取得率は上昇していますが、男性は、全国と同様、その割

合は低調です。〔図 27〕 

 

図 26 全国の育児休業取得率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 図 27 愛媛県の育児休業取得率 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：愛媛県「仕事と家庭の両立支援に関する雇用環境調査」 

 

 

 

（年） 
（年） 

0.0 

～ 
～ 

～ 
～ 

(年） 

0.0 

(年） 

（％） （％） 

（％） （％） 

資料：厚生労働省「雇用均等基本調査」 
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～ライフスタイルの多様化により結婚や出産時の妻の就業状態も変化～ 

    全国調査によると、結婚後も就業を継続する妻の割合は近年増加傾向にあり、結婚

退職の割合は減少傾向です。 

また、第 1 子出産時における妻の就業変化をみると、育児休業取得率は上昇して

いるものの、出産前有職者のうち約３割が出産退職しており、育児と仕事の両立を

行うには依然として様々な課題があります。〔図 28〕 

 

図 28 結婚や出産期における妻の就業変化（全国） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

56.6% 56.9% 58.3%
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妊娠前から無職 

出産退職 
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（第 1子出生年） 

資料：国立社会保障・人口問題研究所「第 16 回出生動向基本調査」 
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結婚退職 
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～愛媛県の待機児童の状況～ 

本県の保育所等における待機児童は、2024 年（令和６年）４月時点で０人となっ

ています。〔図 29〕 

 

図 29 愛媛県の待機児童数（保育所等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～愛媛県の就業時間は男女ともに減少傾向～ 

本県の 2002 年（平成 14 年）と 2017 年（平成 29 年）の週間就業時間を比較

すると、男女ともに 49 時間以上の長時間労働時間の割合は減少しています。 

2017 年（平成 29 年）の男女別で比較すると、49 時間以上の就業時間の割合は

男性が 33.0％であるのに対して、女性は 14.1％となっており、男性の就業時間が長

くなっています。〔図 30〕 

図 30 愛媛県の男女別週間就業時間数の割合（年間就業日数 200 日以上） 
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注 1 H27年度から、待機児童の定義が拡大。「求職活動中」の場合も保育所等で保育を受けられるようになった。 
 

（人） 

（年） 

資料：こども家庭庁「保育所等の待機児童数の状況について」 
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2.1%
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3.3%
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2017年女性

2012年女性

2007年女性

2002年女性

2017年男性

2012年男性

2007年男性

2002年男性

(→60 時間以上) 

235,200 人 

229,900人 

228,100人 

220,200人 

（計） 

注意：2002年調査は 65時間以上の区分がないため、60時間以上と表

示 資料：総務省「就業構造基本調査」（2002年、2007年、2012 年、2017 年） 

35時間未満   35～42時間       43～45時間       46～48時間   49～59時間  60～64時間   65時間以上 
(→60時間以上) 

347,200 人 

342,400人 

318,200人 

313,300人 
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（1）こどもの貧困 
 

国民生活基礎調査に基づく、相対的に貧困の状態にあるこどもの割合は 11.5％と

なっており、特にひとり親世帯の貧困率は 44.5％と高くなっています。〔図 31〕 

 
図 31 こどもの貧困率/ひとり親世帯の貧困率 

 
資料：厚生労働省「国民生活基礎調査」             

  総務省「全国家計構造調査（旧全国消費実態調査）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ こどもをめぐる問題 
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（2）児童虐待の現状 
 

愛媛県内３か所の児童相談所で対応している養護相談のうち、虐待に関する相談は

近年急速に増加しています。〔図 32〕   

子どもへの虐待は、身体的虐待、性的虐待、心理的虐待及びネグレクト（保護の怠

慢又は拒否）の４つのタイプに分類され、2022 年度（令和４年度）は、心理的虐待

が 59.3%と半数以上を占めています。〔図 33〕 

 

図 32 養護相談のうち虐待に関する相談件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 33 愛媛県の児童虐待に関する相談件数の内訳の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：厚生労働省「福祉行政報告例」 

(年度) 

資料：県子育て支援課調べ 
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223件 

379件 

565件 

597件 

718件 

803件 

726件 

890件 

1,172 件 

1,470 件 

1,406 件 

1,741件 

1,542件 

(県内件数) 

参考 
2000年（平成 12年）5月、「児童虐待の防止 
等に関する法律」の成立により、我が国の法 
律で、初めて虐待禁止が明文化 
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（３）不良行為少年の現状 
 

本県の不良行為少年の補導人員は、補導活動の強化や少年の行動形態の変化等によ

り、近年、減少傾向にありますが、少年非行の入口と言われる「深夜はいかい」や「喫

煙」で補導される少年が、依然として多くなっています。家庭や地域社会の教育機能の

低下等により、少年が居場所を見出せず孤立している現状があります。〔図 34〕 

 

 図 34 愛媛県の不良行為少年（20歳未満）の補導状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

注：Ｈ30から、「不良交友」は「その他」に含め、「粗暴行為」を項目として追加。 

 

 

資料：県警察本部「少年非行の概況」を基に作成 
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（４）不登校やいじめなどの現状 

 

～愛媛県の不登校生徒の状況～ 

    本県の児童生徒で、30 日以上の長期欠席者のうち、不登校を理由としたものは、

2023 年度（令和５年度）は小学校 1,311 人、中学校 2,164 人です。〔図 35〕 
 

 図 35  愛媛県内の児童生徒の長期欠席者(30 日以上欠席)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～愛媛県のいじめの現状～ 

    本県のいじめの認知件数は、2023 年度（令和 5 年度）は 2,434 件、児童生徒

1,000 人あたりの件数は 18.0 件となっています。〔図 36〕 

 

 図 36  愛媛県内のいじめの認知件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料：文部科学省「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」、 

「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」 
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～子どものインターネット等の利用状況～ 

    本県の公立の小学４、５、6 年生及び中学生を対象に実施した調査によると、携帯

電話（スマートフォン含む）を所有している児童生徒の割合は、学年が上がるにつれ

て高くなっています。 

また、携帯電話やパソコンを利用して、インターネット上に悪口を書かれた、知ら

ない人からメールが送られてきたなど、何らかの被害にあう事例も見られます。〔図

36〕 

このほか、インターネットが利用できる自分専用の機器を利用する１日の平均時間

は、２時間以上利用する割合は、本県では、2018 年度（平成 30 年度）は 2 割程度

でしたが、2022 年度（令和 4 年度）には５割程度（中学生では６割程度）となって

います。〔図 37〕 

 

図 37 愛媛県内の児童生徒（公立）の携帯電話・インターネットの利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：県教育委員会「携帯電話・インターネット等に関する調査（2023年）」 
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（5）こどもの居場所について 
 

全国のこども・若者約 2,500 名へのアンケート調査によると、「家や学校以外の居

場所が欲しい」と回答したのは約８割で、このうち「家や学校以外の居場所が（欲し

いけれど）ない」と回答したのは約４割となっています。〔図 3８〕 

 

図 38 家や学校以外の居場所について  

 

資料：こども家庭庁「アンケート調査」（2023年度） 
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   子育て支援対策は、愛媛県民の考える行政課題として高い位置を占めており、具体的

には保育制度の拡充、経済的負担の軽減、就労条件の整備などが期待されています。 

［図３９、4０］ 

 

 図 39 愛媛県の行政課題（2022年度上位 10 項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 40 愛媛県の子育て支援対策への要望（2022 年度上位 10項目） 
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   中学生になると、「教科によっては授業がわからないことがでてくることがある」と

回答した生徒が半数を超える。また、成績に関しては、中学生以上になると、「わから

ない」が減り、他人と比較し、考える動きがでている。〔図 4１、4２〕中学生、高校

生へと学年が上がるにつれ、次の進路（進学先）が明瞭になっている。〔図 44〕 

 

   

 

 

図 41～図 43 資料：県子育て支援課少子化対策・男女参画室「2024 年愛媛県こどもの生活実態調査」 
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   こども食堂や勉強を無料でみてくれる場所など学校以外の地域にある場所を利用した

ことがある小学校５年生へのアンケート結果から、それぞれの場所が持つ主目的に関わ

る変化にとどまらず、友達づくり、家族以外の大人と交流する機会や、楽しむことがで

きる場所など、各居場所が、こどもにとって多様な変化をもたらす場所として機能して

いると考えられる。〔図 4４〕 

 

図 44 こども食堂や勉強を無料でみてくれる場所などを利用したことでの変化 

 

図 44 資料：県子育て支援課少子化対策・男女参画室「2024 年愛媛県こどもの生活実態調査」 
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